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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況
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3501 一般 交通警察費 －
交通の安全と円滑を図るための捜
査・取締りなど交通警察活動に要す
る経費

交通企
画課

1,224,009 74,619 297.0 246.0 543.0 5,464,839
現状維

持

交通の安全と円滑を図るための捜
査・取締りなど交通警察活動を引き
続き適切に行う必要があるため

－ － － 交通警察活動に要する経費である
ため

－ － － 交通警察活動に要する経費である
ため

－ － 交通警察活動に要する経費である
ため

現状維
持

3502 一般 自動車安全運転センター補助金 － 交通事故防止を図る業務に要する
経費への補助金

交通企
画課

2,162 2,162 0.5 0.0 0.5 6,067 現状維
持

自動車安全運転センターは、交通
安全保持の施策の一部を代行し、
交通事故防止を図る業務を行って
いることから、引き続き補助を行う必
要があるため

－ － － － － － － － 現状維
持

3601 一般 駐車秩序等改善対策推進費 ③
放置駐車違反車両に関する確認事
務の民間委託に要する経費

交通指
導課

215,026 214,620 9.5 2.0 11.5 304,841
現状維

持

引き続き駐車秩序等を改善する必
要があるため
なお、違反車両の多い地区への重
点配置等効率的・効果的な運用を
図っていく

－ ④ ①
放置駐車の確認事務について電子
化対応済み

－ ⑥ ①
放置駐車の確認事務について電子
化対応済み

－ － ○

実態に即したガイドラインの見直し
等により令和２年度の取締件数が
増加したことから、引き続き、見直し
を検討し、駐車監視員の柔軟かつ
効率的、効果的な運用を図ってい
く。

違法駐車の実態を踏まえ、引き続き
駐車監視員の効率的・効果的な配
置体制となるよう抜本的な見直しを
検討すること。

現状維
持

実態に即したガイドラインの見直し
を継続的に行い、駐車監視員の柔
軟かつ効率的、効果的な運用を
図っていく。

3801 一般 交通安全施設整備費 ⑤

交通規制標識、道路標示、交通信
号機及び交通管制センター施設を
整備し、安全・円滑な道路交通環境
を確保するための経費

交通規
制課

3,883,640 1,809,820 26.0 11.0 37.0 4,172,610
現状維

持
安全・円滑な道路交通環境を継続
確保する必要があるため

○ ⑤ ①

高度道路交通システム（ITS)の推
進、交通安全施設の整備を通じて
交通流の円滑化と二酸化炭素の排
出抑制を図る。

－ － － － － 現状維
持

3803 一般
自動車保管場所証明事務機械処理
費

④
ワンストップサービス構築に要する
協議会負担金等に係る経費

交通規
制課

165,341 165,341 1.0 0.0 1.0 173,151
現状維

持
ワンストップサービスを継続して構
築する必要があるため

－ ④ ①
事業内容としてオンライン申請等に
対応済み

－ ⑥ ①
事業内容としてオンライン申請等に
対応済み

－ －
事業内容としてオンライン申請等に
対応済み

現状維
持

4101 一般 運転免許費 ① 道路交通法に基づく自動車等の運
転免許に関する経費

運転免
許試験
課

2,824,966 0 73.0 90.0 163.0 4,097,996
現状維

持

道路交通法に基づく自動車等の運
転免許事務を引き続き適切に行う
必要があるため

－ ④ ① 運転免許に関する講習等について
電子化対応済み

－ ⑥ ① 運転免許に関する講習等について
電子化対応済み

－ － 現状維
持

4102 一般 道路交通法改正に伴う関連経費 －
道路交通法の改正に伴うシステム
改修に要する経費

運転免
許試験
課

85,369 28,512 5.0 0.0 5.0 124,419 終了 単年度事業 － － － － － － － － 終了

0 8,400,513 2,295,074 412.0 349.0 761.0 ■令和４年度　新規事業

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続
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計
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【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要
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【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

交通安全対策の推進

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応
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1／1 21021


